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以下の部分に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。
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3. 表面だけを染める半永久染毛剤

半永久染毛は、染料が毛髪の表層とその近傍に浸透し、毛髪のタンパク
質に吸着することで、シャンプーで何回か洗浄しても維持される程度の染
毛効果を示す。過酸化水素などの酸化剤を使用せず、タンパク質が不可逆
的な変性を起こさないため、毛髪の損傷も少なく、感作性や皮膚刺激も低
いが、白髪を完全に目立たなくしたり、黒髪に十分な色味を加えるほど
の染毛力はない場合が多い。色材分子内にスルホン酸基などのアニオンを
持っている酸性染料は、毛髪の等電点よりも低い pHの領域で、カチオン
に帯電した毛髪タンパクのアミノ基とイオン結合で結合し、カラーリング
の効果を示す【図 3-3】。一方、アンモニウム基のようなカチオンを持つ
塩基性染料は、毛髪の損傷によってシスチン結合が開裂して生成したシス
テイン酸に結合して毛髪に定着、発色する。一般に酸性染料よりも染毛力
が弱いが、ヘアカラーやブリーチを繰り返した毛髪や損傷毛はよく染まる
ので、ほのかに色みを加えたり、退色した色みを補うために利用される。
このような染料の毛髪への吸着力にその分子構造が及ぼす影響について
は、幾つかの系統的な研究がなされている。例えば、単核体～三核体の染
料について染毛料が毛髪から脱離する速度を比較したところ、あらゆる状
況下で三核体の方がゆっくりと洗い流された。それは、三核体には毛髪と
結合するファンデルワールス結合を形成する部位が単純な構造の単核体よ
りもたくさんあるためであるといわれている 9）。また、酸性染料の染毛力
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図 3-3　半永久染毛剤に用いられる酸性染料・塩基性染料の分子構造
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次に身体洗浄料、たとえばボディーソープの全成分表示の一部を紹介し
よう。

水、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、水酸化Ｋ、グリセリン、コ
カミドメチルMEA、ラウラミドプロピルベタイン、ステアリン酸、□□エキス、
･･･（中略）･･･、塩化Na、･･･（中略）･･･、ポリクオタニウム- 〇、クエン
酸Na、EDTA-2Na、香料

【表 4-2】 に各成分の分子構造と機能を示す。この処方は起泡性に優れ
たボディーソープの典型例である。まず 4 種類の脂肪酸石鹸（ラウリン
酸 ･ ミリスチン酸 ･ パルミチン酸 ･ ステアリン酸）が配合されているが、
これはクリーミーな泡を立てつつ、長期保存安定性を確保するためによく
使われるテクニックである。さらに両性界面活性剤であるラウラミドプロ

表 4-1 あるスキンケア用ローションに含まれる成分の分子構造と配合目的

表示名称 分子構造 配合目的
水 H2O 溶剤
エタノール CH3CH2OH 抗菌剤、溶剤

BG
OH

HOCH2CH2CHCH3 皮膚コンディショニン
グ剤，溶剤

グリセリン
OH

HOCH2CH2CHCH2OH
保湿・湿潤剤

PEG- ○ H（OCH2CH2）nOH 保水剤、溶剤

ベタイン
CH3

CH3

N+CH3 CH2COO- 保湿・湿潤剤

ポリクオタニウム - ○ ̶ 親水性増粘剤
リン酸 2Na Na2HPO4 緩衝剤、pH調整剤
コハク酸 HOOCCH2CH2COOH pH調整剤
□□エキス ̶ ̶

メチルパラペン
O
Ｃ H3

防腐剤
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マルションが用いられる。さらに O/W 型エマルションの油相中に水滴を
分散した  W/O/W 型エマルションや、W/O 型エマルションの水相中に油
滴を分散した  O/W/O 型エマルションも用いることによって、不安定な有
効成分を配合することが可能になったり、ユニークな使用感を付与できる
ことが報告されている 3）。

2.　 クリーミングや 合一を防ぐ技術

O/W 型や W/O 型のような単純なエマルションを調製することは、実
のところそう簡単ではない。油滴は水相よりも軽く、保存中に上方へ浮上
するので、クリームの下に透明な水がにじみだす「クリーミング」が起こ
る。そして油滴どうしが直接接触すると、二つの油滴が合わさって一つの
大きな油滴となる「合一」が起こり、それが繰り返されるうちに油相が上
澄みとなって分離してしまい、化粧品として使い物にならなくなってしま
うのだ。

そんな悲しいトラブルを防ぐために、さまざまな技術が実用化されてき
た。たとえば、クリーミングを防ぐには界面活性剤や乳化法を最適化して
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図 1-1　化粧料に利用されるエマルションのタイプ
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